
浦 安 地 盤 調 査 一 斉 試 験 報 告 会,2012.10.30(地 盤 工 学 会)

浦安市における各種動的サウンディング試験の比較(そ の3:ラ ム ダ)
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1.は じめ に

浦安市高洲8丁 目の一斉試 験 には動 的試験 として 「ラムダ」も参加 した。 ラムダはオー トマチ ックラムサ ウンデ ィ ング

試 験 を手動で行 う動 的 コー ン貫入試験 である。 すなわ ち質量63.5kgの ハ ンマー をH=50cmの 高 さか ら自由落 下 させ,

貫 入量20cmご と に打撃 回数 輪[回/20cm]を 測 定す る。 また周面摩擦 力 を補正す るため,ロ ッ ドの回転 トル クを一 定間

隔で測定す る。 尚,先 端 コー ンはロ ッ ドに固着せ ず,引 き抜 き時には地盤 中に放置 され る構 造 となってい る。

試 験は地点1,地 点3で 各1箇 所,更 に比較 のためハ ンマーの落下高 をH-30cmと した試 験 も地点1,地 点3で 各1箇

所,合 計4箇 所 で試験 を行 った。

2.試 験 結果 と解析

図 一1に ラム ダの試験結果 を示す。図 一2に ラムダ(H-50cm)に よ る瑞 と,SRSの 平 均 蝿 の深 度方 向の変化 を示す。

図 一1,2共 に ロッ ドの周 面摩擦 力の補正は行 っていない。
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図 一2に 示す通 り地点1で は下部の粘性土 を除 くと,ラ ムダ とSRSの 結 果 は良 く一致 していた。ハ ンマー の落 下高が

50cmの ラ ムダはSRSと 同等 の測 定装置で あるため,得 られた 蝿 も近似 していた と考 え られ る。 しか し地点3で はグ ラ

フの凹凸 は一致 してい るが,ラ ムダで得 られ た 瑞 の方 が全体に大 きな値 を示 した。特に下部の粘性 土で差 が大きかった。

地点1と 地点3で 違 いが生 じた原因 はロ ッ ドの周 面摩擦力の影響 が考 え られ,図 一4に 示す よ うに回転 トル クを用 いた

補 正が有効で ある。

3.ハ ンマー落下高 さの考察

今回はハ ンマー落 下高 さが通常 の50cmの 他 に,30cmと した ラムダ(Hニ30cm)も 行 った。

単位 測定長L[m](ラ ム ダで は20cm)貫 入 した時の打撃回数 がn[回]だ った時,ハ ンマー落下の衝撃力で発生す るエネ

ル ギー をEinと し,先 端 コー ンで消費 され るエネル ギー をE・utと す る と,エ ネル ギー収支 は(2)式 ～(4)式 で 表 わ され る。

発生エネル ギーEinニnmgh[k9'(m/s)2](2)

n:打 撃 回数[回]

m:ハ ン マーの質量[kg]

g:重 力 加速度[m/s2]

h:ハ ンマー の落 下高 さ[m]

消 費 エネル ギーE・ut-ALQα[kg・(m/s)2](3)

A:先 端 コー ンの断面積[m2]

L:測 定 長[m]

Q:地 盤 の硬 さ(排 土 に対す る抵抗力)[kN/m2]

α:先 端 コー ンの形状係数

エネル ギー収支Ein-E・ut(4)

こ こでハ ンマー の落 下高 さがH-50cmの 時 とH-30cmの 時 でEoutが 同 じとす る と,打 撃回数の比 はn30/n50=1.67と

な ることが期待 され る。

各落下高 さによる打撃回数1%を 輪50、m,端30、mと して、1%50、mに 対す る両者 の比 端30、m/輪50、mの 関係 を図一5に 示す。

端50、m=0の 場 合は除いたた め,深 度8mま で はデー タ数 が少 ない。図 一5に は深度8m以 深 の結果 を用い た。
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図 一5瑞50、mに 対 す る 輪30、m/輪50、mの 関 係

●

●

■

● ●

●

地点1
●
●
●d匝 ●

地点3

、
●

:茎3::
●

●

● ●'G
D
●

●

● ●

1.67
●
伽 .♂ ・φ 勢,

の ■
●

8 ●
-膠冨 ● 8璽 - ● ● ●

● ● ● き 8 ● ● ● ●
●.

● ●

●

■ 圏 ■ 圏

今回の試験 では 蝿50、mが 小 さい 時は1%30、m〃%50、mが 大 き く,蝿50、mが 大き くな る と蝿30、m〃%50、mが 減少す る傾 向が認

め られた。(4)式 に エネル ギー損失El・ssの 項 を加 えたのが(5)式 で あ る。

エネル ギー収支Ein-El・ss=E・ut(5)

す な わ ちエネル ギー損 失El・ssは,輪50、mが 小 さい時はH-50cmの ラ ムダに比 べてH-30cmの ラ ムダの方 が大き く,

打 撃回数が増 える とH-50cmとH-30cmの 損 失量が概ね等 しくなる と考 えられ る。

参考文献1)浦 安市における各種動的サウンディング試験の比較(そ の2:SRS),第47回 地盤工学研究発表会,2012.
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